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統轄部署 

１. 長期戦略のテーマ 

超長期ビジョン 長期戦略（テーマ名） 統轄部署 

１ 学士課程教育 （５） 柔軟な学位プログラムの検討 学長室 

内容 

 
 今後 20 年間の社会では、AI の発達や人口減少によって産業構造、人材需要等が大きく変化すること
が予想され、本大学もそうした変化に適応した学士課程教育が求められる。そのために、学位プログラ
ムの改変、既存の専門分野の統廃合、新しい分野の開設などが必要となる可能性がある。 
 将来的に「柔軟な学位プログラム」を実現するためには、一つの可能性として、現在一体となってい
る教員組織と教育プログラムの分離（以下、教教分離）が考えられる。この点については、中央教育審
議会において議論の俎上に上がっており、大学設置基準の改訂を含めて検討されている。 
 本大学はその状況の推移を見据えつつ、まず現行の複数分野専攻制（MS）とマルチプル・ディグリー
制度（MD）の発展をめざす。各分野のプログラムだけでなく、国連・外交プログラム（2018 年度新設）
のように学部をまたがる共通テーマに基づいた新たなプログラムを構築することで、MS を充実させる。
さらに将来的には学生はメジャーとマイナーのように、所属する学部のプログラムと、希望する他のプ
ログラムを履修し、二つの学位を取得できる仕組みを検討する。 

 
 新たな時代の人材需要に対応するために、学部の枠を超えて柔軟な学位プログラムを確立することや
教教分離などの実現可能性を検討する。これらについての長期戦略は、2018 年度に学長の下に WG を設
置し、遅くとも 2020 年 3 月末までに検討・答申を行う。 

 

 

 指標１ 

指標 内容 

指標名 複数分野専攻制のプログラム数、修了者数 

定義・算式 複数分野専攻制のプログラム数、修了者数（年次報告に掲載） 

現状値 

（指標設定時） 
37 プログラム、47 人 

目標値 

フェーズ１終了時（2021 年度） フェーズ２終了時（2024 年度） フェーズ３終了時（2027 年度） 

 

 
 現行の倍 

実績値 

2019 年度  2022 年度  2025 年度  

2020 年度  2023 年度  2026 年度  

2021 年度  2024 年度  2027 年度  

 

WG での検討結果を 
踏まえて設定 
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統轄部署 

 指標２ 

指標 内容 

指標名 マルチプル・ディグリー制度による複数学位取得者数 

定義・算式 マルチプル・ディグリー制度による複数学位取得者数（年次報告に掲載） 

現状値 

（指標設定時） 
7 人 

目標値 

フェーズ１終了時（2021 年度） フェーズ２終了時（2024 年度） フェーズ３終了時（2027 年度） 

 

 
 現行の倍 

実績値 

2019 年度  2022 年度  2025 年度  

2020 年度  2023 年度  2026 年度  

2021 年度  2024 年度  2027 年度  

 

 指標３ 

指標 内容 

指標名 ○○○○○○○、○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

定義・算式 

○○○○○○○○○○○○○○、○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○、○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○、○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。 

○○○○○○○○○○○○、○○○○○○○○○○○○○○○○。 

現状値 

（指標設定時） 
 

目標値 

フェーズ１終了時（2021 年度） フェーズ２終了時（2024 年度） フェーズ３終了時（2027 年度） 

 

 
  

実績値 

2019 年度  2022 年度  2025 年度  

2020 年度  2023 年度  2026 年度  

2021 年度  2024 年度  2027 年度  

 

 指標４ 

指標 内容 

指標名 ○○○○○○○、○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

定義・算式 
○○○○○○○○○○○○○○、○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○、○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○、○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。 

現状値 

（指標設定時） 
 

目標値 

フェーズ１終了時（2021 年度） フェーズ２終了時（2024 年度） フェーズ３終了時（2027 年度） 

 

 
  

実績値 

2019 年度  2022 年度  2025 年度  

2020 年度  2023 年度  2026 年度  

2021 年度  2024 年度  2027 年度  

WG での検討結果を 

踏まえて設定 
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統轄部署 

２．実施計画ロードマップ 

実施計画 担当部署 

学部・研究

科での 

取組み有/無 

2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 

① 
WG の答申を踏まえた施策

の実施 

学長室 

（教務） 

必要の有無

を選択くだ

さい。 
 

 
       

②   

必要の有無

を選択くだ

さい。 
         

③   

必要の有無

を選択くだ

さい。 
         

④   

必要の有無

を選択くだ

さい。 
         

⑤   

必要の有無

を選択くだ

さい。 
         

⑥   

必要の有無

を選択くだ

さい。 
         

⑦   

必要の有無

を選択くだ

さい。 
         

⑧   

必要の有無

を選択くだ

さい。 
         

⑨   

必要の有無

を選択くだ

さい。 
         

⑩   

必要の有無

を選択くだ

さい。 
         

【備考欄】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※ロードマップ策定作業用記号 

 

※想定される実施計画の例示 

①. 

②.  

③. 

④. 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑧ 

⑨ 

⑩ 

３年間 

３年間 

３年間 

３年間 

３年間 ３年間 

３年間 ３年間 

３年間 ３年間 

WG での検討結果を踏

まえて実施計画を策定 



Ⅰ.長期戦略テーマ別帳票          提出日２０１９年８月２３日 

 テーマ「柔軟な学位プログラムの検討」 

長期戦略テーマの責任者 

（統轄部署） 

学長 

村田 治 

（学長室） 

 

4 

 

統轄部署 

 ３．本長期戦略テーマの各実施計画に関する費用、人員の合計（2019 年度～2027 年度） 
 ◆フェーズⅠ：2019 年度～2021 年度 

費用計画・人員計画 

（単位：万円） 
2019 年度 2020 年度 2021 年度 

経費合計 

⾮公開 人件費合計 

総計（経費＋人件費） 

 
 ◆フェーズⅡ：2022 年度～2024 年度 

費用計画・人員計画 

（単位：万円） 
2022 年度 2023 年度 2024 年度 

経費合計 

⾮公開 人件費合計 

総計（経費＋人件費） 

 
 ◆フェーズⅢ：2025 年度～2027 年度 

費用計画・人員計画 

（単位：万円） 
2025 年度 2026 年度 2027 年度 

経費合計 

⾮公開 人件費合計 

総計（経費＋人件費） 
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統轄部署 

４．進捗状況等記入欄 

 進捗状況および今後の課題、方向性 

2019 年度  

2020 年度  

2021 年度  

2022 年度  

2023 年度  

2024 年度  

2025 年度  

2027 年度  

 


